
「当事者の声って、暮らしって、なんだろう」
当事者支援者である私のナラティブな語りから、

地域に住まう1人ひとりができること、社会的養育とは何かについて考える

〜これまでの私の生活歴を1つの「事例」として〜

講師紹介 清田 和也 氏

所属 児童相談所 児童福祉司
取得資格 こども家庭ソーシャルワーカー 社会福祉士
精神保健福祉士 公認心理師 保育士 幼稚園教諭

「社会的養護当事者の声」を聞く、ということばを耳にすることが増えました。では、果たして、多種多様
な暮らし、生活があるなか、本当に多様な現場や、多くの当事者の声は、社会に届いているのでしょうか？
人は1人では生きていけません。実際私も多くの人々との出会いや、地域の支えがあり、今があります。私は、
この世に生きる誰もが皆人生の「当事者」であると思います。
私自身、児童養護施設での生活経験を経て、児童養護施設の職員として勤めた後、現在児童相談所にて勤務
しています。そんな私の生活歴を「事例」として、私の支援者としての経験も踏まえながら、地域で家庭を
支えるとは、みんなでより良く生きるためにはどのような地域、社会であったらいいのか、共に考える時間
としませんか。

より多くの方々と一緒に考えられたらとおもいます。
社会的養育は社会全体で育てる。なのに社会が知らなすぎて
いる。知らないことが偏見を生んでいるのではないかと思い
ます。この機会に一緒に考えてみてはいかがでしょうか。様々
な分野、または地域の方もご参加いただけます。

社会福祉法人協同福祉会福祉総合相談センター主催 第１２回事例検討会

【開催日時】２０２５年８月１３日（水） 15：00～17：00 
【開催会場】特別養護老人ホームほなみ ２階会議室

【お申込み】 ご出席はQ Rコードからお願いいたします
またはお電話／ＦＡＸ/ｍａｉｌ
（お名前・所属・連絡先記載の上）にてお申し込みください
〒371-0811 前橋市朝倉町842-1
℡：027-212-3025 fax：027-212-3024 Mail：kyotaku@kyoudou-fukushikai.jp
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